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一 緒 言

健康牛肺 ヨリ抽 出 セル「リボ イ ド」ラ 「アンチゲ 種屡及 ビ臓器 ノ特異性 ノ存 在ハ承認 セラル ・庭

ンJト シテ結核血 構 ノ潤濁反慮 テ検査 スル自家 ナルモ、類脂肪罷 ガ抗原 タリ得 ル コ トノ確認 セ

考案 ノー新法 二關 シテハ本誌 上二於 テ既 二前後 ラ レ又一般 二臓器類脂肪艦 二・・種屡特異性 ラ有

同 二亙 リ報告 セル庭 ナルガ、今 同ハ更 二進 ミテ セザルモ臓器特異性 ハ之 レテ有 スル事 ノ閲明 サ

此掴濁反慮 ガ結核血清 ノ膠質不安定性 ラ示 ス物 ル ・二到 リシバ極 メテ軌近 ノ事 二屡 シ、此 ノ鮎

理化學 的憂 化 ノ軍一 ナル反 慮 二過 ギザルモ ノナ ニ關 シテモ余 ノ肺 「ヱキス」テ以 テスル結核血満

リヤ或 ハ「リボ イ ド」抗原 ト「リボ イ ド」抗艦 トノ 反慮 ノ本態如何 テ知 ラン トセル本實験成績 ハ興
　

間 二於 ケル免疫現象 ノー種 トモ考 ヘ ラル ・モ ノ 味 アル結果 ヲ齎 ラセルモ ノト信 ズル テ以 テ弦 ニ

ナ リヤ否 ヤニ就 キ研究 ヲ施行 セルモ ノナ リ。 其 ノ概要 テ報 告セ ント欲 スルモ ノナ リ。

由來蛋 白質 二就 テハ其 ノ抗原抗禮反慮 二於 ケル

ニ 實 験 方 法 並 二其 ノ域績

(第一)掴 濁反慮既了後 ノ上澄稀繹血 ゲ ン」 二封 スル反慮物質 ガ残胎含有 サル ・ヤ否

清液 ラ以 テセル揚合 ノ検査成績 ヤ、又之 レテ詮明 シ得 ルヤ否 ヤー ツキ次 ノ實験

マイニッケ氏 「アンチゲ ン」ニモ肺 「ヱ キスア ンチ テ行 ピタリ.

ゲ ン」 ニモ共 二強度 ノ陽性 テ呈 シタル血清 ノ潤 即 チ雨反慮共 二陽性 ラ示 セルモ ノラ其 ノ儘一叢

濁反鷹既了後 ノ上澄液 中ニハ各他方 ノ 「アンチ 夜室温 二放 置 シ沈 降物 ノ管 底 二沈降 シ其 ノ上清
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ノ澄 明 トナレル部分 ラ 毛細管 「ピペット」一テ 他

ノ小試験 管 ニ トリ、 マ氏反磨上清液 二封 シテノ・

肺 「エキス」試藥o.1耗 テ、又肺 「エキス」反応上

清液 二野 シテハ マ氏試藥0,1耗 ラ各別 ノ小試験

管 ニ トリ、法 ノ如 ク両 者 ヲ'囁氏 封 度水槽 中 一

15分 間加温後一頓 二混 和 シ室温 二放置 シ翌 日

成績 テ観察 セ リ。

今是 等 ノモ ノ撒例 ニツキ實験 シ得 タル検査成績

ノ・第 一表 二示 セル如 ク、雨反磨 二同時 二陽性 テ

呈 スル血清 二於 テハ其 ノ上澄液 中 ニハ最早 や敦

レニ封 スル反磨物質 ラモ説明 シ得 ザル事 テ知 レ

リ。

第一表 潤濁反鷹既了後 ノ上澄稀繹血清液 ヲ

以テセル場合 ノ検査成績

115581・58・1・528
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♂
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一 一

1
_ 一 一

一 [一 一

一 1-i一

ラ明 カーセ リ.

第 二表 非稀繹血清二「アンチゲ ソ」原液 ヲ以

テ吸牧試験 ヲ行ヘルモノニ就テノ検査成績
■

血 清 番 號 1531 1527 1528 1539 1567

恥惣∴■♀ ■♂ ■♀ ■♀ ■皐
無 慮 置

マ イ ニ ッ ケ 冊i冊 冊
1

冊 冊

肺[エ キス」 冊 囲 柵 冊 冊
マ イ ニ ッケ氏 試

マイ ニ ツ生 一
8

刊 一ト
一

藥 ヲ直接血清二
作用セヅメタ,レ
澆心上澄血清

「 一

肺 「エ キス」 ○ 一 一 一 一

肺「エキス」試薬
ヲ直接血清二作
用土シメタ,レ遠
心上澄血清

マ イ ニ ッケ 十 一

土
±

十十
}一 ・一一

柵

五
一

一 一一一 一 一

肺 「エ キ ス 」 需 一

一 一一 一一 一

一
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臆
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＼
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・
」
　

＼

ン縷
＼
＼
、
血

、

マイニッケ氏

i国樹反慮陽性
血清ノ上澄液

肺「エキス」沈
降反慮陽性血
清 ノ上澄液

マ イ ニ 、ソ ケ

肺 「エ キス 」

マ イ ニ ッ ケ

肺 「エ キ ス」

↓

■ ■ 一

(第二)非 稀繹血清 二「アンチゲ ン」原

液 ヲ'以テ吸牧試験 テ行 ヘ ルモ ノニ就

テ ノ検査成績

雨反慮 二封 シ共 二陽性 テ示 セル血清各1.0耗 宛

テニ列 ノ小試験管 ニ トリ第一例 二八マ氏試薬第

列 ニハ肺 「エキス」試薬 各o・5耗 テ入 レ良 ク混和
む

シ1時 間室温 二放 置 セル後、遠心器 ニ ヨリ沈 降

物 ラ沈澱 セ シメ其 上澄血清各0.2琵 宛 ラ更 二二

列 ノ小試____分 注 シ、 各々 ノ試薬0.X琵(X

ノ・検査血清数 ラ示 ス)ト3%食 堅 氷X・0耗 トヲ

囁氏45度 ノ水槽 中%分 間加温後 法 ノ如 ク交叉

混和 テ行 ヒタルニ、其 ノ成績 ・・第 二表 二示 セル

如 久 其 ノ敦 レノ場合 二於 テモ此 ノ場 合 二使用

セルが如 キ「バ ルサム」含有 ノ「ア ンチゲ ン」テ以

テ腿 置 セラ レタル血清 ハ最早 や其 ノ敦 レノ 「ア

ンチゲ ン」 二封 シテモ特異 ノ反応 テ呈 セザ ル事

(第三)非 「バルサム」加 「アルコー ル

エキ スア ンチゲ ン」 テ以 テ吸牧後 ノ

血清 ニツキテノ検査 成績

實験第二 ニ於 テハ前述 ノ如 ク「トルーバルサ ム」

含有 ノ「アルコールエキ スアンチゲ ン」テ使 用 セ

ルモ ノニ就 テ ノ検査 成績 ナル ガ、第 三 ノ實験 二

於 テハ此 ノ「トルーバルサム」千金 ク加 入 セザル

「リポ イ ドアルコールエ キスア ンチゲ ン」ラ以 テ

スル交錯吸牧試験 虹 二吸敗操作施 行後 ノ血清 二

就 キ潤濁反 癒 テ検査 セル ニ、其 ノ成績 ハ第三 表

二示 セル如 ク、非 「バ ルサム」加 「アルコー ルエ

第三表 非「バルサム」加「アノレコールエキスァ

ソチゲソ」ニテ吸牧後 ノ血清二就テノ検査成績:

一4口L.

血 清 番 號 1610 1602 1613 1621

嘘 諄 名及性
置:く ゲン』 ＼一 一 一 一 　一 一一一辱一
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♂

柵
}一 一_

冊
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♂

無 庭 既
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州 冊

～ 一

冊
¶一

冊肺 「エ キス」 冊 十十

自製 マ イニ ツケ マ イ ニ ツ 之 冊
ド

+i++ 冊
氏試薬原液ニテ
吸収後 ノ血清 肺 「エキ ス」i++

一 一 一一⊥ 一 一_

十 燗 冊
肺「エキス」試薬
原液ニテ吸牧後
ノ血清
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〒抽
+t

十十

++瞬
丁一-　

柵1柵

一}一'丁 噌 〒r一 層 一_

肺 「エ キス」1



第2號 】 橋本=結 核血清ノ潤濁反磨(自 棄)二 就テ 59

キ ス ア ンチゲ ン」 テ以 テスルモ血 清中 ノ反慮物

質 ラ吸牧 スル事 ノ困難 ナル事 テ明 カーセ リ.

(第四)「 ア ンチゲ ン」稀稗 液 ニテ吸牧

テ行 ヘル血清 ニ ツキテ ノ検査 成績

前述諸賢験 ハ主 トシテ臓器 「アル コー ルエキス」

ノ濃厚 「ア ンチゲ ン」液 ヲ'以テ反 癒物質 ノ吸牧 テ

試 ミタルモ ノナルガ、本實験 二於 テハ稀程 「ア

ンチゲ ン」 テ以 テセル場 合如何 ラ試験 セルモ ノ

ニシテ其 ノ實験方法 ハ下記 ノ如 シ
。

即 チマ氏試藥原液 ヲ25倍 量 ノ生理的 食盛水 ニ

テ錨滴稀繹 テ行 ヒ出来得 ル丈 ケ ノ白濁 ヲ・生 ゼ シ

メ其 ノ3.0耗 テ雨反 癒陽性血清0.6耗 ノニ加 ヘ

テ捌 盆混和 シ37度 ノ艀卵器 二2時 間入 レ、後

「アスベ ス ト」漏 斗 ニテ透 明 ナル液 テ得 ルマデ濾

過 シ其 ノ濾液1.0耗 宛 ラ ニ列 ノ小試験管 ニ ト

リ、之 レニ20%食 盛 水0.1耗 ラ加 へ溶媒 ヲ約3

%ナ ラシメ、之 レ ト別 ノ小試験管 二準備 セルマ

氏試藥拉 二肺 「エ キス」試薬 各o.1蝿 宛 テ盛 レル

モ ノトテ45度 ノ水槽 中 二15分 間 加温 セル後法

ノ如 ク混和 シ、叉同時 二 同様 ノ操作 ヲ'肺「エキ

ス」原液 ノ生理 的食盛水 テ以 テ10倍 二黒鏑 稀繹

セルモ ノーツキそテヒタ リ。

:第四表 稀繹「アンチゲン」液 ヲ以テ吸牧 ヲ行

ヘル血清 二就デ検査成績
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ヘ
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ヲ十五倍二黙滴食盛水ニテニ原液ヲ生理的
モ

ノ
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ヘ

ルニ艶消稀繹シ豊水ニテ十倍液ヲ生理的食肺「エキス」原
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其 ノ實験 成績 ハ、第 四表 二示 セル如 ク稀澤 「ア

ンチゲ ン」液 ニテ吸牧作用 テ行 ハ シメタル後 ノ

血清 ニァ リテハ、両者 二封 スル反磨物 質ハ其 ノ

敦 レノ「アンチゲ ン」一モ吸牧囁 取 サ レ特異性 ヲ

認 メ得ザル が如 キ結果 テ示 セ リ.

爾 ホ前記質駒 二於 テハ「アスベ ス ト」濾過 ノ外 二

或 ・・遠 心器利用i又 ・・濾紙 ニ ヨル濾過或 ノ・2日

間 ノ氷室 内静 置、或 ハ血炭末吸著濾過等 ノ諸方

法 二就 キテモ比較検査 テ行 ヘルガ、其 ノ結果 ハ

或 ハ溜濁排除 ノ困難或 ハ杭留吸著減少又 ハ消滅

等 テ來 シ、是等 ノ實験 ニハ先人 ノ示 セル如 ク「ア

ス〈ごス ト」 ラ以 テスル方法 ノ最 モ勝 レタルラ明

カーセ リ。即 チ實験用 二供 セル「アスベ ス ト」ハ

「ガー ゼ」ノ袋 二人 レ水溶性 ノ汚物 テ除 ク爲 メ蒸

鱈水 テ代 ヘテ煮沸 スルコ ト3同 ノ後乾燥 セ シメ

漏 斗二装 置セルモ ノニ シテ、之 レニツキ豫 メ雨

皮磨陽性血清 ラ数 回濾過 シ濾過 血清 ニ ツキ、濾:

過 前 ノモ ノ ト雨反慮 二就 キ比較検査 ヲ行 ヒ 「ア

スベ ス ト」濾過 ハ何等血清中 ノ反 鷹物 質 テ障碍

セザル事 ラ'明カニセルモ ノナ リ。

●(第五)雨 反慮抗禮 ノ耐熱比較試験
:

本 實験 ノ目的 ハ雨皮慮 二封 スル抗禮 二八或 ハ耐

熱性 ノ;粘二於 テ差異 ラ示 スモ ノナ ラザルや否 や

テ知 ラン トセルモ ノニ シテ、其 ノ實験 操作拉:二

成績 ハ下 ノ如 シ。

即 チ雨反慮陽性血清 二就 キ非加熱 即 チ働 性血清

i囁氏45度 、56度 、 及62度30分 加 熱 ノ 四種血

第五表 雨反旛抗膣 ノ耐熱比較試験

血 清 番 號 1539 1528 1567 1558

}馨 讐性■
早
■
♀
.■
♀
■
舎

6

無 施 置
マ イ ニ ッケ 冊 冊 柵 冊

肺 「エ キス」 冊 冊 柵 冊
マ イ ニ.,〃 冊 柵 耕 冊

45℃30!

肺1エ キ ス 」 撒 冊 柵 冊

56℃30!
マ イ ニ.。 ケ 冊 冊 柵 冊

肺 「エ キス」 柵 晋 世 柵

62℃30!
マ イ ニ ッケ 一 十 ± 一

肺 「エ キヌ」 一 一1一 一

■
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清 テ作 リ併列試験 テ行 ヒシガ、其 ノ成績 ハ第五

表 二示 ス如 ク雨反慮抗艘物質 ・・耐熱性 二於 テハ

差異 テ示 サズ、而 シテ45度 加熱 一ア リテハ 働

性血清 ト殆 ン ド差異 テ示 サザルモ、56度30分

加 熱 二到 リテ梢 ヒ弱 久62度 ニテハ最早 ヤ其 ノ

反慮物 質 ノ作用 ノ大部 分 テ清失 スルコ トテ明 カ

ーセ リ。

(第 六)検 査術式 テ種 々二攣更 セル場

合 ノマ イニ ッケ氏漏濁反慮成績

元 來ヱ 工三 ッケ氏澗濁反慮 ノ術式 ハ原著者 ニ ヨ

リ示 サ レタル如 ク、働 性血清0.2耗 ラ 甲小試験

管 ニ トリ、同氏 「アンチゲ ン」().1蝿 テ乙管 一、

3%食 盤水1・0耗 テ丙管 ニ トリ、乙丙雨管 テ45

度 水槽 中二於 テ15分 間加温後丙管 内容 ヲ 乙管

内へ一頓 二加 へ直 二丙管 二戻 シテ混和 シ、更 二

迅速 二甲管 へ加 へ振 温混和 シテ1時 間室温 二放

置後 成績 テ判定 スル方法 ナルガ、之 レハ更 二18

時 間静置後観 察 スル事 ニ ヨリテ其 ノ成績 テヨリ

明瞭 ナ ラシムルモ ノナ リ、而 シテ此 ノ場合 「ア

ンチゲ ン」、食盤 水、血 清 ノ三者 ノ混合方法 ハ、

原法 ノ外 二色 々 二組合 セ得 ラルベキ筈 ナルモ其

ノ結果 ハ必 ズ シモー様 ナラザルハ次 ノ實験 成績

一 ヨリ明 カナ リ。

(1)マ 氏 反慮陽性血滴つ・2琵 テ甲小試験 管 ニ

トリ、 「ア ンチゲ ン」0.1琵 ラ乙管 二、0.85%

食 盟 水1.0耗 テ丙管 二、20%食 盟 水0.1耗 テ

丁管 ニ トリ、乙丙 丁 ノ三管 テ45度 水槽 中ニテ

15分 間加温後 迅速 二丙管 内容 ラ丁管 二加 へ直

二乙管 二加 へ更 二甲管 二加 へ良 ク混和 シ室温

二放 置 セルニ其 ノ成績 ハ原法 二同一一ナ リキ。

② マ氏反慮 陽性血清 ハ45度 ノ水槽 中 ニ テ

15分 間加inNJ・・ルモ成績 二憂 化 ナカ リシ故、マ

氏反癒強陽性血清0.2髭 二3%食 盤水r.0耗

ラ加 ヘテ甲小試験管 ニ トリ、乙管 二 「アンチ

ゲ ン」0.1耗 テ トリ、 甲乙雨管 テ45度 水槽 中

ニテ ユ5分 間加温後 甲管 内容 テ迅速 一 乙管 二

入 レ直 ・・,.Frl管二戻 シテ良 ク混和 シ成績 テ観察

セ シニ此場 合 ニア リテハ極 ノテ弱陽 陞 力又 ハ

陰性 成績 ラ示 シタリ。

(3)前 記 血清0.2耗 ト0.85%食 盤 水1.0蝿

トテ混和 シテf']1管ニ トリ、20%食 盛 水0.1妬

テ乙管 二「アンチゲ ン」0.1姥 テ丙管 ニ トリ、

是等三管 テ45度 水槽 中 ニテ15分 間加温 ノ後

迅速 二甲管 内容 テ乙管 二更 二丙管 二加へ混和

室温 二放 置 シテ観察 セ シニ、(2)ノ 實 験 ノ場

合 二於 ケル如 ク弱陽性 又ハ陰性成績 ラ呈 シタ

リ。

以上 ノ成績 ヨ リ見 ル時 ハマ氏掴濁反慮検査術式

テ行 フ揚合 二、血清 テ先 ヅ以 テ().85%食 藍 水又

ノ・3%食 盟水 ニテ移繹 セル後 二「アンチゲ ン」テ

加 フル方 法 テ以 テスル時ハ、 マ氏反慮 ・・減弱 反

慮 テ示 スカ 叉 ・・陰性成績 テ 示 スコ トテ知 ルナ

リ。

以上 ハ「リボ イ ドアルコー ルヱキスア ンチゲ ン」

テ以 テスル血清 ノ漏濁反鷹施 行上 二於 テ血清稀

繹 ラ行 フ上 二注意 λ〈ごキ事 項 ナルテ示 セルモ ノ

ト云 フベ シ。

(第七)乾 燥 「リボ イ ドアンチグ ン」ニ

テ吸牧後 ノ血清 二就 テ ノ検査成績

以上 ノ實瞼 ニ ヨリ掴濁反慮 二於 テハ 「アンチグ

ン」ノ 「アル コールヱキス」其儘 ラ用 フル吸牧試

盤及 ビ「アンチゲ ン」テ生理的食盤水又 ハ3%食

黄水 テ以 テ適 當二稀程 シテ吸牧 テ行 フ方法或 ハ

血清 二豫 メ稀繹 テ行 ヒタル「ア ンチゲ ン」テ作用

セ シムル方 法等 皆吸牧試験方法 トシテ適當 ノモ

ノナラザル テ知 リシテ以 テ
、進 ンデ乾燥 「リボ

イ ドァ ンチゲ ン」使用 ニ ヨル實験 テ企 テタ リ
、

即 チ,マイニュ之氏澗濁反慮抗禮吸牧用 「ア ンチゲ

ン」トシテハ健康牛叉 ハ馬心臓乾燥粉末 ヨ リ
、又

肺 「ヱキ ス」反慮抗艦 吸牧 用「アンチゲ ン」トシテ

ノ・健康牛肺臓 ノ乾燥粉 末 ノ「エー テル」脂肪 「ア

ル コー ルヱキス」 ヨリ「エー テル」可溶 「アセ ト

ンJ不 溶性 「リボ イ ド」ラ トリ、其 ノ「アノレコ_ル

ヱキ ス」テ作 リテ・ヱ」,2之 氏渦 濁反慮jlくハ肺

「ヱギ 勺沈降反磨 二封 スル最適 濃度 獺 リリ
、然

ル後各/1ノ 最適濃度 ノ5倍 量宛 テ別 々 ノ滅菌小

試験管 ニ トリ滅菌 乾燥 「ガー ゼ蛭 テ試験管 ロ ラ

蔽 ヒテ雑菌 ノ侵入 ラ防 ギ、醇卵器 内 二放置 シ「ア
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ル コー ル」 性分 ノ蒸輩 シテ其 ノ臭気 テ呈 セザル

ニ到 レル粘 稠 ナル「リポ イ ド」テ探 り
、之 レテ各

種血清0.2蛭 中 一入 レ滅菌硝子棒 ニテ良 ク捻 り

込 ミ摺 り込 ミ、更 二血清0.8妬 テ造注 シテ良 ク

混和 シ均等 ノ潤 濁液 トナ シ、 之 レテ艀卵器 内二

時 々蝿搾 シツ ・2時 間入 レ、次 イデ翌 日マデ氷

室 二貯 ヘ タル後 「アスベ ス ト」漏斗 ニ テ透明 ナル

濾過血清 テ得 ル マデ濾過 シ、其 ノ1,.2耗 宛 ラニ

列 ノ小試験管 ニ トリ、第 一列 二封 シテハマ イニ.y

之 氏試薬0.X琵 、第二列 二封 シテハ肺 「エ キス」

試薬0.X耗 気 別 二3%食 盛 水X.短 毛宛 テ 盛

レル2本 ノ試験 管 ト共 二45度 水槽 中 一テ15分

間加温 ノ後法 ノ如 ク混和 シ、各其 ノ1.ll妬 宛 子

前記血清 二加 へ内容根面 昆和韻置後其成績 テ検

査 セルガ.此 方法 ニ ヨリ得 タル検 査成績 テ;次二

記述 スベ シ。

尚此際封 照試験:ト シテ前記操作 が雨反癒共 二陰

性 ノ血清 二封 シテモ影響 ナキ事 ハ、第六表 二示

セル成績 ニ ヨリ明 カナ リ。

第六表 乾燥「リポイ ドアンチグン」ニテ吸取後

ノ血清二就 テノ検査成績

対照撒成骸{講 義 擁 讐桂}

血 清 番 號 1998 2355

虜 蓼 名及性
置 チク㌧ 」

混
血
清
(1)

混
血
清
(2)

■
舎

■
♀

無 虎 髭
マ イ ニ ツ ケ 一 一 一 一

肺 「エ キ ス」 一 一 一 一

心臓 「リポ イ
ド」 ニ テ吸 牧 ・

後 ノ血 清

マ イ ニ ッ ケ 一 一 一 一

肺 「エ キス 」 一 一 一 一

肺臓 「リポイ
ド」ニテ吸攻

後 ノ血清

マ イ ニ ッケ 一 一 一 一

肺 「エ キ ス」 一 一 一 一

前記 乾燥 「リポ イ ドア ンチゲ ン」使 用 ノ下 二血清

ノ吸牧試験 ラ行 ヘルモ ノニ就 キ其 ノ成績 テ述 べ

ンニ先 ヅ

(A)「 マ イ三ユ2氏 澗濁反癒陽性 肺 「エ キス」

反 庭陰性血清」

_ツ キ行 ヘ ルモ ノ ・検査成績 ハ、第七表 二示 セ

ル如 ク、 マイニ.ケ 氏反慮抗盟 ・・心臓 「リポ イ

ド」一 ヨ リテ吸牧 サ レ、肺 「リポ イ ド」一 テハ影

響 セラ レズ、 又

第七表 乾燥「リポイドアンチゲソ」ニテ吸取後

ノ血清二就テ ノ検査成績

(A)儲 謡 欝 欝}血 清ノ吸嚇1轍

血 清 番 號 20醤 20翌 2045 2118 2117 2233

院}愚筆■♂
混
血

清
(3)

■
♂

混
血
清
(4)

■
舎

■
♂

■
♀

■
♀

無 盛 観
マ イ ニ ツケ 鼎 冊 冊 冊 冊 柵 帯 帯

肺 「エ キ ス 」
一 一 一 1{一 「 「 一 一

心 臓 「リ
ポイ ド」
ニ テ吸 牧

後 ノ血 清

マ イ ニ・ッケ 一 一 一 十 督 十 十
肺 「エ キ ヌ 」

一 一 一 一 一 一 一 一

1肺 臓 「リ

ポ イ ド」
ニ テ吸 牧

、後 ノ血 清

マ イ ニ ッケ 柵 冊 柵 柵 ○ ○ 柵 ○

肺 「エ キ ス 」
一 一 一 一 ○ ○ 一 ○

1 〒　

(B)「 マ イニ.ケ 氏反慮陰 性、肺 「エキ ス」反鷹

陽性血清

ノ・肺 「リポ イ ドJ一 ヨリ抗禮 テ吸牧 サ レ、心臓 「リ

ポ イ ド」 ニチハ吸収 セラ レザル コ ト、第八表 二

示 スガ如 シ。次 二

第八表 乾燥「リポイ ドアンチグンJニテ吸牧後

ノ血清二就テノ検査成績

(B)職 謡 騒講 桂}蜻 ノ吸牧試験成骸

血 清 番 號 1780 2201 2216 1923

層物∴
混
血
清
(5)

■
舎

■
♂

■
♂

■
♂

無 慮 置
マ イ ニ ッ ケ 一 一 一 一 一

肺 「エ キス」 十十 +1++
,
+}冊

心 臓 「リポ イ

ド」 ニ テ吸 取

後 ノ血 清

マ イ ニ ッ ケ
「
_ ○ ○ 「d 一

肺 「エ キ ス」 十十 ○ ○ ・睡

肺 臓 「リポ イ
ド」 ニ テ吸 取

後 ノ血 清

マ イ ニ ッ ケ 一

一=

一 一ト
■

一

肺1エ キ ス 」 引 ■ 判 司+
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(C)「 雨 反慮共 二陽性 ノ血清」

一ヅキ實験 セルモ ノへ 第九表 二示 ス如 クマイ

ニ。ケ氏反慮抗盟 ハ心 「リポ イ ド」ニ ヨリテ吸牧

サ レ、 肺 「リポ イ ド」一テハ影響 セラレズ、肺 「エ

キス」反慮抗禮 ハ之 レニ反 スル成績 テ得 タルナ

リ。

以上其 ノ實瞼例数 二於 テ・・多 カラズ ト錐 モ各反

慮抗膿物質 が各個特異性 テ示 セル事 ハ注意 スベ

キ興 味 アル成績 ト稻 シ得 ベ ク、乃 チ此種梱濁反

応 ハ 輩一 理化學的攣化 ニ ノ ミヨルーアラズシ

テ「リポ イ ド」抗原抗盟間 ノ免疫 的皮慮現象 ト認

メ得ベ キ事 テ明 ヵナ ラ シメ得 タリ ト信 ゼ ン ト欲

スルモ ノナ リ。

以上 自家考案健康牛肺 「アセ トン」不溶性 「リポ

イ ド」ノ「アルゴールエ キスアンチゲ ン」テ以 テ

スル結核血清潤濁 反慮 ハ「リポ イ ド」抗原抗膿間

ノ血清反慮 ト見傲 サル〈ごキモ ノナ リや否 やニ就

テ、マ イニッケ氏溺濁反雍 テ対 照併列實施 セル

實験検査成績 テ絡括 スル二次 ノ如 シ。

(1)掴 濁 反慮 ラ施 行 サ レタル場合 ノ稀程上澄 血

清液 二就 テハ、最 早 や陽性反慮物質 ハ護明 サ レ

難 シ、 從 ツテ此 ノ方法 ニテノ・反応物 質 ノ特 異性

テ詮明 シ得 ラ レズ。

(2)血 青原液 二「アンチゲ ン」原1イ交ヲ加 へ 交叉

吸牧作 用 テ行 ハ シメタル後遠心分離 セル∬且清二

就 テ ノ検査成績 ハ特異的 ナ ラズ、 印 チ此 ノ方法

二於 テモ反慮物質 ノ特異性 ハ示 サ レ難 シ。

(3)上 記(1)(2)ノ 實 験成績 ハ「トルーバルサム1

加 「アンチゲ ン」二就 テ ノ實験 成績 ナルガ、非 「ト

ルーバル サム」加 「アンチゲ ン」テ以 テセル場合

二於 テモ其 ノ成績 ハ同一 ナ リ.

(4)雨 反 慮抗 艘物質 ノ間 ニハ耐熱的差異 テ認 メ

第九表 乾燥「リポイドアンチグン」ニテ吸牧後
ノ血清二就テノ検査成績

(c)編告 篶欝 欝}血 清ノ吸轍 成績表
一

血 清 番 號 2352 1953 1940

麟 警 及性
置 ゲ ン」 、

混
血
清
(6)

混
血
清
(7)

r■

舎

■
♂

■
舎

無 庫 置 ・

マ イ ニ ツ ケ 冊 冊 十 冊 柵

肺 「エ キ ス」 十十 十 廿 冊 十

心 臓 「リポ イ

ド」 ニ テ吸 収 ・

後 ノ血 清

.マ イ ニ ツ ケ ±
一 ○ ± 十

肺 「エ キス 」 朴 十
一 一 一 ・・

冊

○ 冊 十

肺 臓 「リポ イ
ド」 ニ テ吸 牧

後 ノ血 清

,一騨一 一一一

マ イ ニ リ ケ

一
冊 十 冊 帯

肺「エキス」旨 一 ± 一 一

総括拉二結論

ズ。

(5)乾 燥 「リポ イ ドアンチゲ ン」テ以 テ血 清原液

二就 キ吸牧試験 テ行 ヘ ルニ、肺 「エキ ス」二野 シ

テ陽性反癒 テ呈 スル血清 ノ反応物質 ハ、乾燥肺

「エ キス」ニ ヨリ吸著囁取 セラル ・モ
、マ イニッケ

氏反慮陽性血 清ハ之 レー ヨリ其 ノ掴濁反応 二:影

響 テ受 クル事 ナ シ。之 レニ反 シ、乾燥牛心 「エ

キス」ハエ ィニッケ陽性血清 ノ反慮物 質 テ ヨク吸

著搬取 スルモ、肺 「エ キス」陽性血清 二:影響 テ與

ヘズ。

以上 ノ成績 ニ ヨレバ、余 ノ肺 「エキ ・勺沈降反慮

ハ「リポ イ ド」抗 原抗罷 間 ノ特異反癒現象 ナ リ ト

モ解繹 シ得ベ ク、 叉之 レハ「リポ イ ド」ニノ・種厩

特異性 ナキモ臓器特異性 テ有 ス トノ最近 ノ學設

二封 シテモ有意 義 ノ關 與 テ示 セル實験成績 ナ リ

ト思考 ス。

潤筆 二臨 ミ終始 懇篤御指導 ラ賜 ハ リタル松 波博

士 二満腔 ノ謝 意 テ表 シ、松波院長 、加藤 博士拉

二署局諸 兄 ノ御援助 ラ深謝'ス。
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